
2017年11月23日

13:30～16:45（開場 13:00）

熊本県立大学中ホール

日 時

会場

参加費

お申込

無料

E-mailまたはFaxでお申し込みください
記入事項：お名前（ふりがな）・ご連絡先・ご所属

（差支えない範囲でお知らせください）

apply@diversityjapan.jp
Fax 03-6233-9560
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主催：日本財団
協力：ジョンソン・エンド・ジョンソン

社会貢献委員会
後援：熊本県・熊本市・益城町・南阿蘇村

（申請中を含む）

お問合せは同事務局 へTEL 03-6233-9540

熊本地震コミュニティ
復興支援事業報告会事務局
((一財)ダイバーシティ研究所)

（定員：先着150人）

熊本県立大学構内図

会場

（熊本市東区月出3丁目1番100号）

熊本県立大学HP http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/access.php

会場へのアクセスは熊
本県立大学HPを
ご覧ください。

駐車場の数に限りがあ
りますので、会場へは公
共交通機関でお越しく
ださい。

（木･祝日）

締切：11月20日（月）



時 間 内 容

13:00 開場

13:30 
伊藤 佐和 （ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会 マネージャー）

荻上 健太郎 （日本財団 経営企画部長（兼災害支援チームリーダー））

13:40 話題提供① 柴田 祐 テーマ：「熊本地震における復興支援の課題と展望について」

14:10 話題提供② 野崎 隆一 テーマ：「熊本地震におけるコミュニティ復興支援事業について」

14:40
宗像 雄矢 （熊本県企画振興部地域文化振興局地域振興課 参事）

テーマ：「熊本県による復興の取り組みについて」

14:50 ～休憩～ 支援先の地元団体による ポスターセッション を同時開催

15:10

テーマ：「これからのコミュニティ復興支援に向けて」

コーディネーター：田村 太郎（一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事/復興庁復興推進参与）

登壇者：吉野 徹朗（くまもと新町古町復興プロジェクト 事務局長）

吉村 静代（益城だいすきプロジェクトききままに 代表）

樋口 務（NPO法人 くまもと災害ボランティア団体ネットワーク 代表理事）

浅見 雅之（NPO法人 神戸まちづくり研究所 事務局長）

兼子 佳恵（NPO法人 石巻復興支援ネットワーク 代表理事）

16:45 閉会

～プログラム～

～登壇者紹介～

～熊本地震におけるコミュニティ復興支援事業報告会について～

開会挨拶

基調講演

パネルディスカッション

野崎 隆一（のざき りゅういち）
NPO法人神戸まちづくり研究所 理事長

1967年神戸大学建築学科卒業。
民間デベロッパー商社などを経て、阪神・淡路大震災を契機に、復興事業のコンサルタントに。
住民主体を掲げながら阪神間各地のまちづくりに関わる傍ら、東日本大震災では、宮城県気
仙沼市を中心に防災集団移転事業や区画整理事業に被災者側のアドバイザーとして6年近
く毎月通う。熊本地震では、益城町＆南阿蘇村で復興地域づくりを支援。
兵庫県復興功労賞＆社会賞、国土交通大臣まちづくり表彰。防災大臣表彰。

柴田 祐（しばた ゆう）
熊本県立大学
環境共生学部 居住環境学科 教授

1971年生まれ。大阪大学工学部卒、大阪大学大学院博士後期課程修了。博士（工学）
。造園コンサルタント、大阪大学大学院工学研究科助教、熊本県立大学環境共生学部准教
授を経て、2017年4月より現職。専門は地域計画、農村計画、景観計画。
主な著書に『都市・まちづくり学入門』（共著、学芸出版社、2011 年）、『はじめての環境デ
ザイン学』（共著、理工図書、2011 年）、『都市計画とまちづくりがわかる本』（共著、彰国
社、2011 年）、『都市縮小時代の土地利用計画』（共著、学芸出版社、2017年）、『住
み継がれる集落をつくる』（共著、学芸出版社、2017年）などがある。
関西から熊本へ移って5年目。熊本地震後は、学生と共に、集落の被災及びその後の復旧状
況調査を継続して実施するとともに、集落の復興まちづくりの支援を行っている。

熊本地震から１年半が経ち、地元では今も多くの人々が復興に向けて取り組んでいます。
私たちは「仮設住宅でのコミュニティ形成」と「住民参加の復興まちづくり」という二つの大きな

テーマについて、これまでの被災地の経験を生かしながら、熊本市・益城町・南阿蘇村の地元6団体の
活動を支援してきました。
この報告会では、その活動成果をコミュニティ復興のモデルとして発信するとともに、当事者と支

援者をはじめとする復興に取り組む関係者が立場を越えて議論し、今後の支援のあり方を考えます。

事業報告

事業報告

基調講演

報 告


